
3B病棟転倒予防につ
いて



転倒予防プログラム実施について

OTプログラム時や日常生活において転倒・フラツキが見られています。

OTスタッフ間でプログラム内の環境設定など行い軽減してきましたが、
特定の方は定期的に転倒の報告が見られたため今回、転倒予防プログラム
を計画・実施しました。

また、転倒につながる歩行やバランス等の評価を実施したため報告させ
ていただきます。



転倒リスク評価に必要な検査

問診 タンデム歩行

診察 握力

視力 重心動揺検査

歩行速度 骨量測定

片脚立位時間 起立性血圧変動

ファンクショナルリーチ 脊椎X線検査

足関節背屈角度 頭部MRI

Timed Up and Go test 聴力・内耳機能

＋薬原性錐体外路症状 評価



転倒リスク因子



バランス障害

この円の中までは
安定している



片足立位時間と転倒の関連
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FRTと転倒との関連
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転倒リスク高い群
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歩行速度と５年間の転倒率



0

0.6

1.28

0.83

0.99

1.19

0 0

1.32

0.61

0.7

0

0.9

1.54

1.11

1.28

1.54

0 0

1.79

0.8
0.76

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1.4

1.6

1.8

2

男性A様 女性B様 男性C様 男性D様 男性E様 男性F様 女性G様 男性H様 男性I様 女性J様 男性K様

10㍍歩行（㍍/秒） 転倒リスク高い

通常歩行 最速歩行



1.26

0.75

1.18

0.72

1.41

0.95

1.26

0.97 0.96

1.15

1.06

1.12

1.49

1.62 1.62

0.88

1.44

1.57

1.28

1.18

1.24

1.46

1.81

1.28

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1.4

1.6

1.8

2

女性L様 女性M様 男性N様 男性O様 男性P様 男性Q様 女性R様 女性S様 男性T様 男性U様 男性V様 女性W様

10㍍歩行（㍍/秒）転倒リスク低い

通常歩行 最速歩行



足関節の背屈角度と転倒率
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DIEPSSとクロルプロマジン含有量について

服薬量（錠数） CP含有量（㎎） DIEPSS
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今回、転倒予防プログラム・声掛けを実施したことにより

①精神状態が穏やかな方に関しては効果的であり、転倒の軽減が見られる。

精神的・身体的な状態が不安定な方は転倒が増加している。

②指示の理解や周囲の認知（二重課題）が低下している方に関して、

コグニ体操を実施し対応を行う。

※OTプログラム中や日常生活での観察結果を基に判断をしております。


